
文学の中のパリ パリの音楽界（2） 
—デュマ・フィスとプルースト— 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Jean Béraud, Boulevard des Capucines, Collection privée  

 



デュマ・フィス (Alexandre  

Dumas fils, 1824—95) 

小説『椿姫』 （La Dame aux camélias, 1848） 

 

劇化された『椿姫』の初演は 

1852年  

マルグリット・ゴーティエ＝ 

歌劇場の桟敷席に開く花 

としてのヒロイン   

 

 

 

  



半社交界（ドゥミ・モンド le demi-

monde）の女王 

 1847年の3月12日のこと、わたしは 

ラフィット街で、家具類やぜいたくな骨 

董品の売り立てがある旨の大きな黄 

色いポスターを見かけた。[…] 

アンタン街9番地で行われるとしるされ 

ていた。  

  

サラ・ベルナール（Sarah Bernhardt,  

1844—1923） 

 



デュマ・フィス『椿姫』新庄嘉章訳、
新潮社（新潮文庫）、1950. 

   じぶんが今、人の妾になっていた女の
部屋にいるのだということがすぐにわ
かったのだ。[…]この種の女たちの馬車
は、毎日のように彼女ら（上流社会の貴
婦人）の馬車に泥をはねかけるし、オペ
ラ座やイタリア劇場では、彼女らと肩を
並べて桟敷にすわるし、またその美貌や、
宝石や、醜聞を、パリ市中に人もなげに
ふんだんに見せびらかしているのだった。  



『失われた時を求めて』 

7巻からなる散文テクスト 

1）『スワン家の方へ』 

2）『花咲く乙女たちのかげに』 

3）『ゲルマントの方』 

4）『ソドムとゴモラ』 

5）『囚われの女』 

6）『消えさったアルベルティーヌ』 

7）『見い出された時』 

  



Marcel Proust (1871-1922), À la 

recherche du temps perdu (1913-27) 

Du Côté de chez Swann 

『スワン家の方へ』の三部： 

1 Combray 「コンブレー」 

2 Un Amour de Swann 「スワンの恋」 

3 Noms de pays : le nom 「土地の名、 

−名」 

cf. プルースト『失われた時を求めて1』 

第一篇『スワン家の方へ』（井上究一郎 

訳、ちくま文庫、￥1,350）対象テクスト： 

第二部「スワンの恋」(pp.314-645) 

 



サロンでのコンサート 

 

 絵画が愛を生み 音楽が真実を発見させる 


